
























































































































































































































本 研 究 の 分 析 視 点 で あ る
図表 5-1 対象事業の流れ 


















































































 一方、残された課題もある。第一に、支援実践分析の方法論としての Narrative Inquiry
をめぐる問題である。例えば本研究においては、「再ストーリー化」という概念が、同理論
のオリジナルな提唱者らとは若干異なる意味で使われているのではないかとの指摘があっ
た。この点は、同理論の著者による修正や発展の可能性を含め、さらなる検討が求められ
る。 
 第二に、支援実践の分析・評価にあたっての、実践者自身が持つ価値観や「ストーリー」
をめぐる問題である。本研究では実践者自身のストーリーが十分分析されていないが、教
育実践を対象とした研究においては、実践の過程での実践者自身の自分の価値観やストー
リーの自覚化と変容が、若者のストーリーの理解・変容とともに重要ではないかとの指摘
があった。本研究においては残された資料の限界から、この点は不十分なままに終わって
いる。今後克服されるべき課題である。 
 ⒉月２３日に行われた公開審査の場で原は、本論文の成果と到達点について的確に答え
るとともに、その限界についても明らかにし、指摘された課題を真摯に受けとめた。残さ
れた課題はあるものの、本研究の意義は高く、今後のさらなる発展を期待し、審査員一同、
一致して原未来に博士（教育学）を授与することが適当と判断した。 
 
